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健診を
受けたあと

のお知らせをもらった！「要再検査」

自覚症状が
なくても
必ず受けよう

今回の検査だけでは一時的なものなのか、
問題があるのか、判別できないため、もう一
度同じ検査を行う必要がある状況です。「自
覚症状がないから」と放置していては手遅れ
になることもあります。念のためもう一度検
査を受けましょう。

　既にご存知のように平成28年1月からマイナンバー（社
会保障・税番号）制度が始まりました。
　そして、平成29年1月からは健康保険の一部の手続き
においてもマイナンバーを利用した事務が義務づけられま
す。
　健康保険組合は、平成29年7月以降の市町村などとの
「情報連携開始」に向けて、加入者（被保険者と被扶養
者）全員のマイナンバーを収集しなければなりません。具
体的には、平成29年1月1日時点での加入者（被保険者と
被扶養者）のマイナンバーを収集するために、平成28年中
に加入事業所（会社）に対して皆様のマイナンバーの提出
をお願いし、平成29年1月末日までに収集を完了させたい
と考えております。収集方法は法令により加入事業所（会
社）から一斉取得いたしますのでご理解とご協力をお願
いいたします。
　なお、一斉収集以降に加入する被保険者と被扶養者の
方については、「被保険者資格取得届」や「被扶養者（異
動）届」の提出時にマイナンバーも併せて提出していただ
きます。
＊任意継続被保険者とその被扶養者の方々のマイナンバーは健保組合が直接収集します。
＊マインバー収集のための法令：番号法第14条第1項（個人番号取得の要求）及び健康保険法第197条（報告等）

＊届出書類などの様式変更については、詳細が決まり次第お知らせします。
＊健康保険被保険者証（保険証）の変更はありません。

のお知らせをもらった！「要精密検査」

勇気を出して
受診しよう

治療が必要な病気が隠れているかどうか確認す
るために、より詳しい検査が必要な状況です。精
密検査の結果、何もなければひと安心、問題が
あっても早めに治療が始められます。ぜひ受診し
ましょう。

のお知らせをもらった！「要治療」

すぐに治療を
開始しよう

脂質異常や高血圧を放置する人が多くなっていま
す。要治療の健診結果や健保組合からの受診勧
奨のお知らせをもらったら、必ず医療機関を受診
しましょう。早めに治療に取り組めば重症化を防
ぐことができますし、軽症の場合は薬を飲まなく
ても済むこともあります。

「保健指導のお知らせ」は
健康力アップのチャンス

今回の健診で異常値があったものの、
生活習慣の改善で病気を予防できる
状況です。保健指導では、あなたのライ
フスタイルにあった無理のない改善法
を、保健師等がアドバイスしてくれます。
健康力アップのチャンスなので、積極
的に受けましょう。

治療を中断している人は
一刻も早く再開を

何らかの理由で通院を中断してしまっ
た人は、とても危険な状況です。場合
によっては、脳卒中や心筋梗塞などを
引き起こしかねません。治療の再開が
早いほど、身体的・経済的負担も軽く
済みますので、思い切って、もう一度
通院を始めましょう。

基準値内でも
油断は禁物

基準値内でも数値が年々悪化してい
る場合は、喫煙、お酒の飲みすぎ、夜
遅くのドカ食い、塩分のとりすぎ、運動
不足など、よくない生活習慣を見直す
ことが必要です。異常値となる前に食
い止めましょう。

マイナンバーとは

　国が私たち国民一人ひとりに割り当てる12桁の番号
で、社会保障・税・災害対策の3分野で利用されます。

　各分野で共通のマイナンバーを使用することで、効率
化や利便性の向上、公平・公正な社会の実現が期待でき
ます。
●行政の効率化
情報の照会などに要する時間や労力が大幅に削減されま
す。各分野で連携することで作業の重複などの無駄が減り
ます。
●国民の利便性の向上
届出などで添付書類が不要となり、負担が軽減されます。
●公平・公正な社会の実現
所得や行政サービスの受給状況が透明化され、負担を不
当に免れたり給付を不当に受けることを防ぎます。

●社会保障の手続
健康保険や年金、雇用保険の資格取得／
生活保護や福祉関係の給付
●税の手続
税務関係の申告／給与支払報告
●災害対策
被災者台帳の作成／防災事務

●マイナンバーのメリット

●マイナンバーが使われる場面（例）

マイナンバー取扱いに向けた健保組合の対応

　マイナンバーの取扱いについては、個人情報保護法よりも厳格な保護措置が設けられています。
　健保組合は、マイナンバーをその内容に含む「特定個人情報ファイル」を保有するにあたり、漏
えいなどのリスクを軽減する措置を講じることが義務づけられており、特定個人情報について厳重
かつ適切な取り扱いを実施するため、個人情報保護の安全措置を引き続き講じるとともに事務運用
やシステムにかかる項目等について、プライバシーポリシーなどの規程の見直しをしました。

マイナンバーを利用する健康保険関係の手続

適
用
関
係

給
付
関
係

●被保険者資格取得届（★）
●被保険者資格喪失届
●被保険者報酬月額算定基礎届
●被保険者報酬月額変更届
●被扶養者（異動）届（★）
●育児休業等取得者申出書（新規・延長）／ 終了届
●育児休業等終了時報酬月額変更届
●産前産後休業取得者申出書（新規・延長）／ 終了届
●産前産後休業終了時報酬月額変更届　　　等

●限度額適用認定申請書
●限度額適用・標準負担額減額認定申請書
●療養費支給申請書
●移送費支給請求書
●傷病手当（付加）金請求書
●埋葬料（費）請求書
●出産育児一時金（付加金）請求書
●出産手当金請求書
●特定疾病療養受領証交付申請書
●高額療養費支給申請書　　　等

★印の届出にはマイナンバーの記入が必要です。

積極的支援レベルに該当された方

再検査・精密検査を
受けてますか？

マイナンバーの提供に
ご協力をお願いします

健診を受けたあとに「要再検査」「要精密検査」などの結果をもらっても放置している人が多いようで
す。これでは、せっかく健診を受けた意味がありません。健診結果をしっかり受け止めて、再検査などを
受診したり生活習慣改善などの行動につなげていくことが大切です。


